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北海道噴火湾に於げる
ボタンエピ (Pα附 lushyposinotus BRA NDT)の研究(第 1報)

五十嵐 孝 夫 (水産動物第一教室〉

8TUDIES ON  p，αndal'Us hyposinotω BRANDT IN FUNKA BA Y， HOKKAIDO 

Takllo IGARASHI 

(F問ultyof Fisheri剖， Hokkaido University) 

Tllis pn.pcr preilcnts a stu<Iy of the life historieil ofぬeprawn， p，αndal附 hyposinot'u8 

BRANDT， which makes up tlωcommcrcial praWll cllught of Funka Bay. 

The日pn.wningseason for this自pecie.;exten< ~s from August to Februn.ry. The ovigerous 

fen:alcR C!世ryingeycd eggs are fOllIld mainly from SeptemberもoJauuary， alld hatching tllkes 

place during FcbrWl.ry わ Mlll'ch. In some female自 thaもarecllrrying eggs， usually in the 

eycd 訪日約 iも is found thllt the ovaries conhin ripe eggs (Table. 6)， so these females 

undonbもedly自P九wntwice in a yCllr. 

This spccies is protllndric hermaphroditism. The male changes的 fem.aleat the end of 3 

ye:\r~， then the femalc matures alld copulate3 with 1;he IDllle in e九rlysummer of t be fourth 

ye'w. After the eg耳目 have hatched out the mos七partof ovigerous females disapp丹arfrom 

the comm出'cidc品tch，80 thr.t the life of P. kyp08inotu8 sωm弓 tobe 4 yellrs. (Fig. 4:) 

結 p 

噴火轡に産する俗稽ボタンヱピ (pαndal制 hyposinot'UsBRANDT)は北海遺児於てはホツカイエ

ピ (Pαndαl'U8kessleri CZERNIAVSKJ)と共に重要な食用蝦で、 Pαndal'Us島の中で最も大形のもの

であり、且美しい色彩を持った種類である。その漁獲は道内κ於ては噴火種がその大字を占め、特に
南岸の森町、落部付、砂原村に於て、小手操業者に依って陸揚げされ、カレイ類D漁獲と併せて重要

な漁獲物であるが、近時小手操船の氾濫増加に加うるに笥l獲のため著しくそむ産額を減じて来た。職

前に於てはその重要性が認められ.一時北海道水産試験場に依り生態調査が施行されたが、その生態

については未だ不明の鮪が多く、その詳細なる調査D要あるを認め、今回北海道水産試験場の協力を

得、昭和24年11月工り調査を開始し今日猶積行中であるが、現在 1昭和26竿2月〉迄に知られたる

事頃、艮IJち産卵期、年齢、成長、生前史、性の韓換等を知るを得?とのでままに報告する。

猶本研究に於て北海道水産試験場蒲原八良肢官より多大の御援助を得た乙と及び本稿を草すて緋嘗

り北海;革大皐佐藤信一教長よ P影始御懇切なる御指導を賜ったととに封し深甚怠る謝意を表するs

1.材料及び調査方法
本研究に明いた材料は昭和24:年11月より昭和 26年2月に至る問、何れ，も噴火漕に於て漁獲さ払



主要漁場である落部付、森町に陸揚げされ，たものを用いた。猶噴火j轡に於ては夏季 7-8月の聞は手

操舶の禁漁期間となって居る関係上、その聞の材料は得られす言、震僚に使用した材料は‘昭和24年

11月よ P翌3月迄のものと、昭和25年10月より霊2月患の聞にtr，1'jせ材料である。

調査の方法としては昭和24年 11月よ P翌3月に至る聞は主として、年齢組成、成長度、性の韓換

を調査する目的をもって、各月 1 回、現地に赴き雌雄各 100~ (此ο際性ο轄換途中のものも雄とし

て取扱った〉、計1，000匹に就き、瞳長、頭胸甲長を測定し、各月に出現する瞳長のモードを雌雄別

に比較したくTable句。猶腫の各部の測定は固定後之を精査した。

又昭和25年10月より翌年2可に至る聞は主として産卵に闘する事項を調査する目的を以て陸拐さ

れた抱卵蝦約415匹に就いて、生殖果抱卵数、卵の大さ、熟度、産卵回数等を調査したくTable尻

町。治卵を抱卵蝦より外し、才ーを賓験室内に於て飼育いその建生経過を翻察した。

H.本種の分類撃的位置
Pαndalu8 属。研究は S1'IMPSO~ (1860)、RATHBUN(1902， 1904)、DQFLEIN(190む、

BRASHINIKOW (1907)、BALSS(1914)、菊池 (1932)、爪田 (lD32)、横谷(1933)があるが.

本種と近似の種を拳げると弐の第1表の如くである。

Table 1. Rostrum formula of p，αndαtu8. 

Locality I Ros山 0叫 ltX100 I Author Scientific name 

Alaska 
7-9 

103 I J.RATHBU川 P.附 ostrisRATHBUN 

Aleutian Islands 20 ...... 21 十3
8......9 

136 I T. BRANDT I p. hyposinotus BRANDT 

W酎tco剖 tof Sa.gha.lien I 17，.....，20 + 3 
8-9 

141 I T. URITA 11 

Akita 18-20 + 3 I 
8，.....，9 

136 11 〆I

Toyama 
18-20 147 TOYAMAKENI 11 一一一←ー十 3
8-9 F. 1. 

East coast of Korea 
19-20 
←一一一一 j-3 
8-10 

133 T. URITA 11 

Nemuro 
11-12 
6，.....，7 

105 I H. BALSS I p. hyp. meriJ.ionalis BALSS 

、ladivostok 10......14 

7 
112 11 11 

.Naga.saki雪
14 108 11 11 

7 

Odomari 
10-14 115 I T. URITA 11 

6、7

KUIDano-nada 10....14 + 3 
8-9 

123 I y. YOKOYA I p. nipponensis YOKOYA 

噴火濁CDPαndal'U8fl:就いて額角歯の犬さ、及び額角歯の配列を測定したが、そD結果は Tahle2 

の如くであり、 Table1 の P.hyposinotu8 BRANDT に相賞すると見るぺきであり、 E横谷氏に依

る P.nipponensis YOKOYAは和名としてボタンエぜなる名鴎が附せられであるが、本産とは全然刊
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個の種であるととが知られる。

Table 2. Rostrum formula of Panda[，u8 hyposinotus BRANDT， in Fun1m Bay. 

i偽xl R叩 1M仙 .M:蜘|伽nples
18.934:t叫Z臼社0.033 I 162 

Number of upper teeth 
平 17-20+2-3 I 19十3 18.856土0.036-2.882土0.027 116 

O i 7-9 9 8ぷ10土0.038 162 
Number of lOWEr teeth 

平 7_9 9 8.544:tO.006 116 

C~rapaoe 100 1 100 100 

R 合 120-177 I 147.0 149.37士0.865 162 
可 X100 i♀ 130-180 1 155.0 153.98土O訓 3 116 

1.形態
本種。形態は(Fig.1)に示す如く、額角が著しく強大で逆 ，̂ID字紙に頭胸甲長の略々1.5倍に建し、

前学部は斜前方に突出してゐる。上縁後令部に 19歯前後の歯を有し、その中後方の 8-10歯は頭胸

甲上白覇者えに隆起上にあり、最後の歯は頭胸甲の中央より柏々後方に位し、前宇部には歯を欠くも先

端に近く 2-:3歯あり、下縁には8歯内外を備える。腹甲は千滑なるも第3腹節7て鈍い背面隆起があ

る。第4及び第5腹節には側甲後縁に小さい切込みを有してゐる。尾節は次第に先制Hとなり、 6割前

後の背側歯を有し、後端縁には5椋を有し (Fig.2.B)，第6腹節の約1.5倍で尾扇肢と略k等長で

ある。第1髄角鞭は3節からなれ頭胸甲長の約1.8倍、第8顎抑は脚献をなし、第2慣角鱗片を

Fig.l Pαndαlus hyposinotus BRANDT. 
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Fi耳.2 A. 2nd leg (left) X 4 
B. Ttlson X 3 
C. 5th leg X 4 
D. 3rd le~ X 5 

8 

僅かに超越する。第1胸脚は繊

細で.第3顎脚より短〈釦をな

さで炉、第2胸脚広極めて楢紐で

左右不相隔で共に釦をなして左

脚は右脚よ P著しく長く、額角

先端を超越する。腕節は左脚63

節、右脚では 20節前後に分節

される (Fig.2. A)。第3胸脚

は第2胸脚より強壮であり、長

節、腕節の後縁に多数D小耕を

有し、前節の後縁には無数の剛

モを有してゐる (Fig.2. D)。

第生、第5胸脚は第3胸脚に近

似するも全長に於て第3胸脚よ

りも少しく短い。前節の後縁は

比較的長い整列した練を有して

ゐる (Fig.2.Cλ 第一附属肢
Tftble 3. YIeftsurments of Pαndalus hypo~inot '/l 8 BRANDT， meftsuri.ng 1l7.0-165.0mm 

in toもn.lleng七h.

S戸cimfnNo・

Sex 

Total L叩 gth(mm) 

Body L"，ngth (mm) 

Length of Carapace (nlln) 

L. of Ro日trum(nlln) 

No. of R08tml spines {mml 

L. of 3rd MロiIliped(mm) 

L. of 1st Leg (mm) 

L. of 2nd Leg (rightl (nlm) 

L. of 2nd L直g{left} (mm) 

L. of 3rd Leg (mml 

L. of 4th Leg (mm) 

L. of 5th Leg (mm) 

L. of 6th Abd. somite (mm) 

L. of Abd. plcuron (mm) 

L.of宜冶180n(mm) 

I 1 

1 平

152.0 

114.0 

37.0 

380 

19+3 

9 

44.0 

45.0 

61.0 

92.0 

72.0 

65.0 

61.0 

15.0 

20.5 

230 

2 3 

早 平

165.0 140.0 

124.0 105.0 

40.0 34.0 ' 

41.0 35.0 

18+3 19+3 

9 9 

47.0 41.0 

47.0 40.0 

69.0 54.0 

98.0 79.0 

79.0 63.0 

72.0 58.0 

68.0 54.0 

16.0 135 

22.0 18.0 

25.0 20.0 

- 4 -

4 5 6 7 

平 3 5 5 

132.0 128.0 117.0 133.0 

<;'6.0 920 83.0 97.0 

31.0 30.0 265 31.0 

36.0 36.0 34.0 36.0 

18ト2 19+3 19ャ2 19+3 
8 9 9 9 

37.0 37.5 33.0 39.0 

37.0 36.0 34.0 38.0 

51.5 50.0 45.0 53.0 

760 76.0 63.5 78.5 

62.5 59‘O 53.5 63.0 

55.5 52.5 450 57.0 

55.0 51.5 43.0 53.0 

13.0 12.0 11.0 11.0 

16.0 12.5 12.0 12.0 

19.0 18.0 19.0 19.0 



。内肢は雄では騒徴鏡的主主剛毛を有し先端が二叉しているが、雌では先端が単一でるる。又第2附属

肢θ内肢は内縁基部に1佃の Stylumblisと1個の雄性突起 (Appendixmn.sculin九) とを有し雌

にては仇ylumb]i自のみを有してゐる (Fig.針。瞳色は淡黄紅色叉は桃色で第1慣角鞭献部、顎

脚は赤褐色と地色と‘ε手綱染乏なってゐる。腹部の各環節には巾ο狭い赤褐色の模様と白色の斑を有
してゐる。猶本種。各部D測定値は第3表の如くである。

百.漁期及び成長

噴火轡'fL於ては1l~12月に於て業者の俗に稿ナる「犬エピ」と「中エピ」とが出現する。即-t， í 大

ヱピjと稿ずるοは何れも抱卵した雌でそrable4 Iて示ナ如く大韓全長 150mmを中心とした群であ

り、「中エピ」と稿ナるのは雄が大部分で、全長120~130mm前後のものである。 11月より翌年 2 月、

特に2月に於て多数漁獲されるのであるが、「小エピ」と稽ナる全長 100mm前後の群が見られるが

その性徴 (Fig.3， を見ると全部が推の形態を備えてゐる。却も 11月より 3月頃にかけて、全長
100mm 前後の群、 120~WO"l1mの群、 150mm 前後ο群とが出現する0で、あるが、 120~lZ0mm を前

Tn.ble 4. ~lo九七hly freque:1τy of七he七o七九1le九gもh.
← tran~itional st:l.ge from 合 to ~. 

X : irrヨm品，tuer.
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後としてそれより大形のものは大胆抱卵していて雌てあり、小形の群は全て雄で・あるというととが出

来る。猶1-2月に於て iO-80mm位の佃韓が「小エピJに混じて時に漁獲されるが、何れ，も性的に
未熟で・雌雄の~別はワかない。

Fig. 3 The upper row: The eI:dopoJite of the 1st 
pair of plω肝心.
The lower iow: The endopodite of the 2nd 
pair of pleo肝心.
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V.性の轄換
突に骨意ずべき賭として性の縛換がち

る。即ち本種に於ては Fig.3に示す如く

雌般の性徴が明石段で、あるが 11"，12月中に

観察した佃腫のうち、雄の大型と忠はれ，る

130mm位。個瞳D中で、と白性徴。消失

する途中のものが見られ，るくFig.3 及び

Table 4)。とれ，等は何れも生殖県中に卵が

出来て、時期が進むにつれ，て卵径がたにな

り、総精管は逆に退化して細くなって腐り

雄工り雌への轄換途中a::意味してゐる。従

って本種は正しくは雄性先熟であるととが

知られる。

〈::?

門c1nfh 12 6 12 6 12 6 12~~---'-2~ 一空_ 12_ 
、ー四ーーーー、.-四ー~、ー--、，ーーーー~~ーーー目、一ーーー~、厚回目白ー--.--ーーーー〆、--、，ーーーー~

1-句e- J[ -ClJae 1lI-勾e JV-aSe V・04e，

¥1.生活史及び年齢

Table 4に依り、その生活史及び年齢

を推定するに 1"，2 月に見られる全長 70~

80mmの群は騨化後満1ク年を経たもD と

見られ、叉向時に出現する 10ω0瓜m を前後

げ W 山群は 叩長よυ叫…p札山し同てじ吋、F瞬胴降附イ化ヒ
V いl 2ク伴年を雄経制のMでで惟肘雄肘でで、あ悦る抗る。 叉11-12伺月

" 'Y' に現はれる「中エビJ即ち 125mmを中心
Fig， 4， Diagram showing thc relation betwecn Age a:-d E'ex-revers::tl 
in P. hyposinotus BRANDT. 

-6-

とした群は満3少年を経た

もCであ P、乙 Lに於て雄

工り雌に移行し、性の韓換

を鯵えるのが.5-6月と盟、は

れる。叉雌の抱卵を始める

のは8"，9月頃で、始めは頭

部に卵を抱く形をとり、漸

次腹部に移行し、 10，，-，11月

に至って腹部に抱卵するに

至る。抱卵し?と卵は費者fを

績け、 1"'2月に殻眼して瞬

出するのは満生年自の終り

である2"，3月である。叉抱

卵しfr.雌は脱皮するととが

ないりで抱卵期にあるもの

と、解出直前の佃躍との瞳



の相違法ない。又若干.u{問題はi繭3少年で性の韓換をせ歩雄として満4年目迄盛り、性の韓換をして

滋5年目 185mrn以上白雌として現はれるものと推定される。以上よりして本種の誇命は 4-5年で

あれ放卵後は轄死ナるものと考えられ，る。本種の生活史D概略広 Fig.4の如〈である。

四.産卵に闘する事項

n..室長卵期(抱卵期〉

抱卵蝦は1O~1 月中旬に亘って出現し、 I 月中旬百二於て探渠せるもので、産卵直後と思はれる無護

服の卵を抱いてゐる佃瞳が見られJるので少くとも 10-1月中旬頃まで産卵が行はれるものと考えられ

る。抱卵蝦の臨長は 10月で115-113瓜m、11月で102........176:nm. 12月では 124-163mm、1月では

Tnble 5. The number of ovigerous femf11es and 123-176mmである。全瞳
九on-ovigerousfem九les.

的には 140........155mmのもD

i trAr i xo?Z52叩 S1Totalno d 1Totz11叫 thof が大部分で85%を占めてゐ
~Io凶h I 1_ __1 ovig rO，lS 
i ….T 戸 IN仏 | μ I f会e引I即叫加 I f《ε叫7

.~ I ，_ ~ I __ I ~. A • ~凶J11111叫) 蝦の出現互率容は 'l'ablμe 5に
1ωo 19 I 25.2 I 56 I 74.8 I 75 115-173 
I . A_ I AA  _ I . _ I _. I 示ナ如く、著しい高率は11

11 125 I 92.6 I 10 i 7.4 I 135 102-176 
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~12月の雨月に見られ、殊

に11月は90%以上に達し

最盛期と見f哉される。

b， 卵の大さ及び抱卵数

卵は球}診に近い楕固砂であり、その大さは喪主の進度に伶って増大し、長径を増す。 11月採集せる

惜長155mmの2個彊よ Pとった未設限卵の大さを比較すると 10個平均で夫々 0.95X 0.70mm ， 1.10 

XO.80.nmであった。産出され，アヒ卵は腹肢に附着せしめられるが、大部分の卵は第 1-第3腹肢に附

着し、第4腹技にはその基部にのみ僅かに附着し、第5腹肢には全く見られ，ない。

抱卵教は個韓に依り著しく相蓮するが、全瞳的には僅長に時々比例して増えする。然しとり増大卒

は大腫 155mmを前後としてその相を異にし、 それ以上の瞳長では増大三容は低下する。 瞳長 102........ 

133瓜m迄の抱卵蝦264:個瞳に就いて重量法に依り測定した結果、抱卵数は韓長130mm位では750-

] ，号00であり、 140mm前後で1，500-2，500、 150mmでは2，000-3，003でそれ以上檀長をもっ倒韓で
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Table 6. :lVIonthly frequency of七hestate of eggs n.nd ovarian eggs. 

OV2.rian eggs of ovigerous f emaleOvarian "ggs of 

T雨宮百円 ωryi昭 eyed"ggs ………! 
Imm2.ture I Mature I Immaturej…~-IJmm~…「一…|

2 7 56 

2 66 10 

3 49 7 8 

2' I 

Total Month 

13 

75 

135 

120 

85 

10 

38 19 

42 11 

13 57 

Total 回

μ24.8 I 
32 

7.7 

73 

17.4 
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も抱卵教は飴!'Jii加を見ない。

c. 産卵回数

日月より 1月に至る各月に得'k415佃鰹について見ると Table6に示す如く、護眼卵を抱き卵某

充貰せるものと、放卵後と思はれる非抱卵蝦にして卵巣充質せるものがあるのは、少くとも 2回目に

産卵すぺき卵巣の設建が充分なもDであり、その出現率よりして産卵蝦οうち約字数は少くともー産

卵期中に 2国産卵する ζ とが推定されるが、断定するには至らない。猶護限卵及び未費眼卵を夫々抱

卵鍛より取Pはづし、貫験室内で飼育し、その費生過程を翻察したが後日の調査研究と併せ稿を改め

て護表する予定である。

2 要 約

北海道噴火曜警に医長ずるボタンエピ!Z::就いて昭和24年11月以降調査せる結果は弐の如く要約される。

'1. 噴火種雪産伶稀ポグンエピは Pαndalω liyposinot'U8BRANDTであって他にボタンエピ P.1tipp・

onendis YOKOYAとあるのとは別F重でるる。

2. 本陸c雌雄の外形的識刊は第2腹肢内肢に!定り全長EOmm位迄可能である。

3. 本陸は雌性先熟であり浦3年を経て後雄より雌rz::性の韓換をとする。

4. 産卵期は 8~9 月、抱卵期は 10~1l月であり、解出期は 2-3 月である。

5. 害命は普通4年と考えられ.生殖を移った雌の大部分は轄死するもD と考えられる。

6. 槽長 155mmの雌2佃瞳からとった未護限卵及び護眼卵の大さは夫々 10個卒均で 0.f5XO'iO

mm-1.10 X O.80mmである。

7. 少数の個韓は同一義卵期中に 1回乃至2回産卵するものと考えられる。
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